
誰もが安心して鉄道を利用できるよう、目の不自由な方や座席を必要とされている方を見かけたら、
『お手伝いしましょうか』、『この席どうぞ』などと声をかけましょう。
転落事故防止のために、そして、みんなに快適な車内とするために、ご協力をお願いします。

駅構内のテーマ
目が不自由な方の転落事故を防ぐため、「ひと声マナー」はじめよう。

車内のテーマ
優先座席の利用マナー向上のため、「ひと声マナー」はじめよう。

キャンペーン実施内容

キャンペーン実施方針

目が不自由な方へのお手伝いや、席を譲るといった思いやりの一言を、具体的に例示する。

鉄道事業者と連携して周知方策を活用し、多くの方の目に触れる機会を増やす。２

１

鉄道利用マナーについて

キャンペーン期間

プレス発表はこちら
周知媒体などはこちらをご覧ください。
http://www.mlit.go.jp/report/press/tetsudo02_hh_000052.html

平成28年2月1日（月）～4月30日（土）

ポスターデザイン
駅貼り 列車内中吊り

ポスターデザイン
駅貼り 列車内中吊り



黄色いブロックとは

「危ないですよ！」と積極的に声かけをお願いいたします。

駅のホームなどに敷設されている黄色いブロックは、目が不自由な方の
大切な道しるべです。ブロックの上に荷物を置かない、立ち止まらないと
いったご配慮をお願いいたします。

目が不自由な方が安全に歩行できるようにするためのもので、
安全な道筋を示す「線状ブロック」と、
一時停止や注意を促す「点状ブロック」の２種類があります。

また、「ホームドアの整備促進等に関する検討会」において、
１万人以上の利用がある駅では、
「内方線付き点状ブロック」の整備を推進することとしております。

内方線付き点状ブロックとは、１本の線状突起がある側が
ホームであることを示す点状ブロックのことで、これにより
目の不自由な方が、どちらがホームの内側なのかを、判別できます。

安全に 駅を
ご利用いただくために…

ホーム転落事故ゼロへ。

目の不自由な方が
駅を利用される
ときの気持ちを

こんなところもポイントです。

「お困りですか？」
「お手伝いしましょうか？」など
「お困りですか？」
「お手伝いしましょうか？」など

危険が迫っているときは

線状ブロック 点状ブロック

内方線付き
点状ブロック
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妊産婦（妊娠初期～出産前後の女性）であることを示す
マークです。
公共交通機関利用時、このマークを身につけることにより、
周囲が妊産婦へ配慮しやすくします。

鉄道事業者によっては、マタニティマークを駅で無料配布して
いるほか、ポスターを掲出したり、車内の優先座席付近に
ステッカーを掲出するなど、妊産婦にやさしい環境づくりを
推進しています。

こんなところもポイントです。

参考資料
厚生労働省のマタニティマークのウェブサイトをご覧下さい。
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kodomo/maternity_mark.html
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座席の利用マナー向上へ。

座席を必要と
されている方に
安心してご利用
いただくために

「この席どうぞ」「座りませんか」など「この席どうぞ」「座りませんか」など



国土交通省関東運輸局のウェブサイトに、
『「こころのバリアフリーガイドブック」
～様々な障害やバリアフリーの入門書～ 』がありますので、ご参照ください。

http://wwwtb.mlit.go.jp/kanto/page2/barrierfree.html

交通エコロジー・モビリティ財団のウェブサイトに、
以下の冊子等が掲載されておりますので、ご参照ください。

■「交通バリアフリーからともに生きる社会を学ぼう」（小学生け学習プログラム）
http://www.bfed.jp/top.html

■「交通バリアフリーから共生社会を考えよう」（中学生向け学習プログラム）
http://www.bfed-jrhigh.jp/

＜参考資料＞


